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・いわゆる定期昇給やベースアップによる基準内賃金の引き上げは長期にわたり総額人件費
　に多大な影響を及ぼすため、足元の状況を踏まえつつ、中長期的な動向等を慎重に勘案
　して議論する必要があると考えている。
・足元では新型コロナウイルス感染症の再拡大により先行きは依然として不透明であり、さら
　に世の中のスピードが加速する中、当社グループがサステナブルな成長を実現するためには、
　仕事と組織を抜本的に改革し、新たな価値・サービスを創造することで、変化にスピーディ
　に対応できる新しい会社を作り上げていかなければならない。
・このような基本スタンスを踏まえ、貴側からの令和４年度の新賃金要求について、極めて
　慎重に判断しなければならない状況は変わらないと認識している。また、それ以外の要求
　についても人件費に与える影響等を踏まえ、総合的に勘案し判断する必要があると考えて
　いる。いずれにしても、早期の合意を念頭に、スケジュール感を持ちつつ真摯かつ精力的
　に進めていきたいと考えている。
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